
中央構造線・活断層地震による震度分布図【徳島県想定】

徳島県危機管理部とくしまゼロ作戦課　平成29年3月作成
この地図は、国土交通省の国土数値情報（行政区域データ）を使用して作成しました。
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【注意事項】
　○予測した震度よりも、大きな揺れが発生する可能性があります。
　○活断層付近では、地表のずれや地すべりによる被害を受ける可能性があります。
　　（徳島県内の中央構造線断層帯では、最新活動時（16世紀後半から17世紀初頭）に
　　水平方向に6～7m程度移動、断層の北側が相対的に2～3m程度隆起した可能性があります。）
　○「震度分布図」は、徳島県内における震度分布の広がりを表すものとして、
　　県内を250mメッシュに区分した平均的な地盤データに基づき推計したものです。
　○「震度分布図」では、同一の震度と表されている区域の中でも、地質の条件により、
　　異なる震度となる場合もあります。


